











評価を主に定量的指標 (KeyPerformance Indicators: KPI)に基づくものへと転換させる計画が
ある。この言1-画実施に向けて，平成28年度は，評価に利用するデータの収集を進める予定である。
評価の基本的なスキームは以下の通りである(筑波大学 2015b)。




























るために られるかを した， I Ei 











































































































































































































給与に反映されることになる。なお， 2次評価の結果は4段階 (S.S. A. B)で，付けられる。
















































































日時:2015年7月22日14: 00~ 15 : 00
場所:ボルド一大学(フランス)
対応者:Maureen Grimbert. Director of Management Contro1 
訪問者:佐藤忍，山i司裕一，テイラー・デマー，田中正弘，元村彰雄，田中文
訪問調査の結果概要
フランスの「大学J( uni versi te)は全て国立で，教職員の身分は公務員である。ただし，その法
的地位は，国の交付ー金で運営される「公施設法人J(etab1issement pub1ic a caractere scientifique， 
cu1tura1 et professionne1: EPSCP) と見なされる。大学への交付金の一音ISは.国と大学との「機関
契約J(contract d' etablissement)に基づいて配分される。契約は 5年サイクルで，その更新のた
びに，国の「認可J(habi1itation) を受ける必要がある。なお，認可に至るまでに国の指導(政策
の受容:例えば，職業志向の学位への転換など)を受けることがままある(大場 2014)。
フランスの大学の自律性は2007年8月に「大学の自由と責任に関する法律J(Loi re1ative aux 
1ibetes et responsabi1ites des universites: LRU)が施行されたことによって，大11mに拡大した。と
はいえ， 自律性の拡大と引き替えに大学評価制度も整備されたため，現在では， I研究・高等教育













日時:2015年10月27日(月)10: 00 ~ 12 : 00， 10月28日(火)13: 00 ~ 15 : 30
場 所:カリフォルニア大学パークレー校 (UCB)，アーパイン校 (UCI)
対応者:Heather Archer， Assistant Vice Provost， Academic Personnel Office. UCB 























カリフォルニア大学で、は.助教 (AssistantProfessor) として働き始めてから. 7 年目~ 12年目




特に優れた教授には「教授VI-IXJ という肩書きや， さらに上位の「国際教授J(University 
Professor) という肩書きもある (APM同260)口













員会 (adhoc review committee)が組織される。なお，この委員会の委員は「評価される教員と
同等の号俸を得ている同僚J(APM-220: 13)から選ばれる。学科レベルの臨時評価委員の判定結
果(昇進の推薦状)は，学部レベルの臨時評価委員会が審査する。そして，この学科レベルの委員
会の推薦状は，各校(キャンパス)レベルの臨時評価委員会，予算委員会(給与晶而で、の妥当性を審
査)，教学副学長補佐 (ViceProvost)，および教学副学長 (Pr
結果は'教学副学長に決定権がある。
上記のように，昇進評価は学科内で閑じられた審査にはなっていなし」これは個人的な感情(好
き嫌い)や学科内の派閥関係で，昇進評価の結果がゆがめられないための工夫といえる。
(補足)教員評価と組織改組の関係について
教員は，個々のプログラムではなく，学科 (department) に所属している。このため，学科，の改
廃は執行部にとって容易ではな¥，¥。ただし，退職者4人の中の l人分のポストは執行部で吸い上げ
られる(そのポストは執行部が自由に配置できる)ので，長いスパンで，学科の改組は可能といえ
る。例えば， Iパークレー校は歴史的・地理的背景から鉱山学科を有していたが，役割を終えたこ
の学科は既に存在しないJ(ノくークレー校訪問調査結果)0 
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